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Abstract

Pedalling in performance for BeethOven pianosOnsta Op.57"Appassionata''is stud‐

ied.In caso ofthis typical sonata,pedalling techniques are discussed to give expFeS‐

sion tO passiOnate,brilliant and lovely fё eling etc.

Several parts Of the sOnata are cited with author's own pedalling.

I.序

ピアノ奏法において,ペグルをどこでどのように踏むかということ,うまリペダリングは大
変に難しい問題である。その作品が書かれた時代によって大きく異なるし,同 じ時代であって
も作曲者によってずい分違う。また,同 じ作曲者においても,若い頃の作品を演奏する場合の
ペダリングを,そのまま晩年の作品に用いることができない事が多い。さらに,同 じ作曲家の
同じ時期に書かれたものでも,個々の作品によってペダリングはかなり異る。ベートーヴエン
の場合も同様である。彼の初期,中期,後期のピアノ曲を演奏するにあたって,そのペダリン
グは非常に重要なポイントなのである。

筆者は現在,ベートーヴェンの中期のピアノソナタのペダリングについての考察を進めてい
る。彼はこの時期において,古典派的な作曲家からロマン派風な作曲家へと大きく変化してい
く。全部で12曲 ある中期の作品あ中には,彼の三大ピアノソナタと呼ばれる “月光" “ワルト
シュタイン" “熱情"が含まれている。いずれもベート

ニヴェンの個性的な面を示してくれる

興味深い作品であり,その表情の変化は極めて多様である。例えば,いずれの曲にも「激しさ」
と「輝き」が満ちており, また F静けさ」や「可llaさ 」がただょっている。それらの表情は,
和音の扱い方,テ ンポの対比,デュナーミクの工夫, さらにトレモロやピチカート風のスタカ
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―卜などの手法によって生み出されているのであるが,これらの表情をより豊かに演奏するに

は,又,それらの微妙な違いをはっきりと演奏するには, どのようなペグルを使うかというこ
とが大きな意味を持っているのである。

1)

先回の小論においては, “月光"を とりあげて全楽章を通しての
ペダリングを考察した。“月

光"は,ベート
ーヴェンの中期における最初の個性的な作品であり,彼の初期のピアノソナタ

における一般的なペダリングとはかなり違う点を持っていた。今回は,中期における最後の個
性的な作品 “熱情"を とりあげ,その

ペダリングについて検討しながら,中期におけるペダリ
ングのまとめをする。

ベートーヴェン・ピアノソナタ Op.57“熱情"は,ベートーヴェンが表現することのでき
たあらゆるニュアンスの表情をすべて含んでいる作品とあると言っても過言ではなかろう。第

一楽章の冒頭は ″ 特有の雰囲気をただよわせている。それは, トレモロやアルペジオなどの

持つ効果を巧みに用いることによって次第に激しい音楽へと高められていき,∬ の和音による

情熱的な音楽に達する。第二楽章は変奏曲の形式をとっており,低音と高音のかけ合いが特に
美しい。第二楽章は花火を思わせる導入部から始まり,絶え間なく動きまわる16分音符と冒頭
のモチーフによって転回させられ,コーダでより速くより激しくアルペジオによって最後の盛

りあがりを強調している。

Ⅱ.第一楽章

譜例 1

SF

冒頭のユニゾンのフレーズは,同 じ和音の為,ペグルの踏み放しも可能であるが,″でしか
も重くない流れを望むが為,÷ペダルを使用し,和音の響きの中で旋律的な動きがよリレガー

トで進行出来る様注意せねばならない。

又,幾度と現られるこのトリルの型においては,前打音を弾いてからベグルを使用し,16分
音符では,ベダルなしでも充分なレガートが表現出来る為,音色を味わいたい。
譜例 2

Opus 57
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.ty *r
連打にスタカー トが付いてたり付いてなからたり

なく」″の所は4分音符のみペダルを使用する。又,
る為,切るペグルを使用する。
譜例 3

告PFメ F
しているが,その場合,ス タカニ トに関係
ここからは,P,∫ ,∬の差をより表現す

F、ぃ し

連打はペグルの代用として用いられてきたが,こ こでは原則としてペグルは使用しないが,
メロディーをより生かす為,軽く踏むペグルを多少フレーズによって使用したい。
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第 2テーマが,左手の トレモロに乗って始まるが,主題よリテーマのオクターブ進行をより

レガー トにする為,ペダルは多目に使いトレモロの効果をも高める。

譜例 5

和声の動きにそってペダルは使用するが,記符した様に筆者は経過音を鮮明に取り扱う。

トリルの前打音は,その時の音の響きによってペダルの中に入れるかどうかは奏者の好みによ

るところが多いが,その場合まず,デュナーミクの動きにも注意せねばならない。
レシタティーブ的な音階は,次の∫,″の激しいメロディーヘと引き継がれている。この場

合の音階は時代,テ ンポなどから考えればペダルの使用は可能だが,ピアノという楽器の特色

を生かす意味でも,ペダルは使用せずよリレガートにしかも鮮明な音色で演奏したい。次の激

しいメロディーは,た っぷリペグルを使用するが踏み替えによってメロディーをより鮮明にす

る。同じ旋律が 2度現われるが, 2度 目は∫と記してあるが,変化をつける為にもグで始め,

ペダルをたっぶり使用して次第に盛りあげる。
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F
q SP_

展開部は主題のモチーフによって発展するが,提示部より盛りあがりは早く16分音符のトレ
モロ,16分音符による5連符によって伴奏されてぃる。 トレモロの動きっ 5連符の音の変化に
よって充分なペグルを必要とし,又,和音の動きに共なったアクセントペダルを使用して伴奏
をより効果的な響きとする。          _

展開部には,テーマがそれぞれ違った盛りあがりと共に 2度現われる。その橋渡しとなるこ
の 4小節はさりげなく演奏するところに,ペダリングの意味がある。与ペダルを使用し, 2度
音程の動きが鮮明になる様注意せねばならない。

譜例 8

和音の響きの中で,メ ロディーをペグルの使用によってより高めたい6オ リジナルペダルで
も sempre Ped。 と記されており,常にペダルは踏んだままの状態で演奏する様になっている
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が,筆者は,メ ロディー・ フレーズによってペグルを踏み替えることによって,よ り明‐確なり
ズム,旋律を見い出したい。

提示部で用いた連打のリズムによって展開部の終止となる。この連打は, トレモロの動きと

共に展開部の盛 り上 りとして,た っぶ リペグルを使用すると共に 月司 」のリズムをっ強調さ
せ,静かな再現部へ入って行きたい。
譜例 i0
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オリジナルペダルが記されているが,筆者は米ではペダルを離す必要性は感じられない。常
に6の和音が使われており,バス音でアクセントペダルを使用する。

提示部の連打によってコーダヘ と引き継がれているが,提示部ではペグルを使用しなかった
にもかかわらず,曲の流れ,雰囲気からも使用したい。オリジナル、グルにおいても Oempre
Ped。 と記されている。音の動きを大事に,よ りていねいなペダリングによってコーダヘ と導き

たい。オリジナルペダルでは,Adagioの 7の和音,Piu Allegr6の 7の和音にはペグルは記さ
れてないが,Adagioでは,ノ ンレガートを強調する為に各和音に,Piu Allegroでは,和音を
より響かせる為に 1つのペダルを使用する。

コニダでは,ペグルは鮮明に踏み替え f mOllの響きをトレモロによってより高め,テーマの
再現は,Pにかかわらず,=ペダルをたっぶり使用する。
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譜例 12

①

コーダの盛りあがりが,よ り激しくなるこのカデンツは,
てあわてることなく充分なペダルの踏み替えを必要とする。

ノーF一」即 一″りと消える様なこの第一楽章の終りは,オ リジナルペダルで記されているベ
ダリングでは,今 日の楽器で演奏する場合,音の響きも音量も重すぎる為,÷ペダル・ ソフト
ペダルを充分に用いて,よ り効果を高めたい。

Ⅲ。第二楽章

譜例i3
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第 2楽章は変奏‐曲形式をとっている。テーマは和音の動きによって踏み替えるが,この場合
バス音の動きがメロディーをより効果的なものにしている為,和音の動きのみでなくバス音を
ペダルによつて不鮮明にしない様,又,メ ロディーがよリレガー トになる様,細心のペダリン
グが必要である。

譜例 14

〇

第 1変奏は,バス音が 8分音符,あ るいは16分音符遅れて演奏される。バス音のシンコペー
ションをペダリングによってより効果的に,又,テーマをより明確に演奏せねばならないが,
この場合,ペダルを幾分浅目に使用することによリー層の効果をあげることができる。

譜例i5
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低音のテーマによって,第 2変奏は始まる。16分音符によって,和声のひびきが作られてお
り,バスの旋律を,一層うかびたたせる為にも,踏み替えをはっきり,決 してにごったりしな
い鮮明なペダルを,使用せねばならない。

譜例 :6
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多P

32分音符の伴奏によって,よ り華やかさを増した第 3変奏である。この変奏は基本的には和

音の動きによってペダリングすればよい。がフレーズとフレーズをつなぐ音階については,ペ
グルの使用を考えないのでは音色が乏しくなる為,強弱を考慮した上で多少変化のあるペダル

を使用し,第 2楽章のクライマックスヘ と進みたい。ここで特に注意すべき`点は,32分音符が
ペダルによって不明確にならない様,するどい打鍵によって鮮明な音色を作るテクニックを併
用せねばならない。

譜例 i7
O

`。
今

″沼競

オリジナルペグルでは 2小節の問,ペダルは踏み替えない様になっているが,筆者は音色,
気分をも二転する意味でも,は っきり踏み替えることを推める。又,アルペジオの根音は, し
っか リペグルと共に奏し,よ り濃厚なハーモニーを作 りたい。

Ⅳ。第 3楽章

譜例 i8

ｐ
ｌ

千）
ｈｒ
ｏ

ｂ
Ｆ

Ｉ
二
，

ｐ
ｌ

Ｆ
―
一
２

ス

く性格



ピアノ奏法におけるペグルの技法

Allegroで常に16分音符で動きまわるこの第 3楽章は,ペダリングに関しては非常に困難で
ある。ペダルが少なくては乾燥しすぎた楽器そのものの音色になり易いし,多 くては全体が重

くなりすぎて Allegroに おける16分音符の特色が生かされない。早い動きの場合には常に,強

弱,音の高低を考えねばならないが,それに対するメロディー,あ るいは伴奏の動きを忘れて
はならない。この提示部におけるペダリングは,16分音符の間を抜ける様な かJ のリズムを

より生かす方向で検討してみた。又,冒頭におけるオリジナルペダルでは, リズムをより強調

する事が出来ない為,踏み替える事を望みたいo

譜例 19
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第 2テーマである左手の旋律は,ペグルがなくても充分にレガートで演奏することができる。
が,右手のトレモロ, トリル的な華やかな伴奏をより効果的に作りだす為にも,音域が高度な
こともあってペグルは必ず使用したい。

譜例20

XP/Fハ 『
κ

提示部のクライマックスは,左手の音階と右手の和音によってより激しく構成されてぃる。
バスは絶え間なく上昇,下降しているのでバス音の動きと音の低さを考えればペダルは必要で
はない。が和音の音色をより豊かに又, リズムをはっきりさせる為にも盛りあがりにお、さわし
いペダリングを用いる。

譜例21

展開部は 3つの部分に分けられ第一主題の展開,新しく現われた第ニテーマ,再現部への導
入となっている:この新しいテーマは,シ ンコパーションと8分音符,単音とオクタープ,P
と∫の組み合わせによる。ペグルは原則として和音の動きによって使用するが,特にシンコペ
ーションとを拍子のリズムを強調させる事の出来るペダリングが必要である。

譜例22

16分音符の激しいユニゾンは,音の鮮明さが失われない様にペダリングせねばならない。常
にリズムを生かす意味においても各拍ごとに,決 してレガートペグルにならない様注意せねば
ならない。ペダルと共にCresc.を忘れずより激しさを増して再現部の導入に入る。右左のかけ

合いは//で音域が低い為あまリペダルの使用を必要 としない。左手のスタカー トをより効果的
に,短か目のペダリングを使用し,右手の音域が高 くなるに従ってペグルは増す。
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譜例21

ア
メ

譜例23

より激しく盛りあがるプレストでは新しい型のテーマが現われる。〃tFと が交互に現われ
るが∬はたつぷリアクセントペダルを使用し,Pは より音色の変化を求める為にもソ7トペダ
ルを併用して,ペグルは少な目にリズムを強調するにとどめる。

①                         ___“ ▲

『   
メ P メ_Fメ
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譜例24

右手の速い動きにもかかわらず,バスのアルペジオによってペダリングされるが,ソプラノ
ではより鮮明な音色と打鍵を要求される。 2度同じ型でしかもオクターブ高くなっているこの
コーダはより盛りあがりに注意しながらたっぶリペダルを使用する。

譜例25

オリジナルペダルが記されているが,今日の楽器ではアルペジオにかかわらずメロディーま
でも不明確になる。よって

=ペ
ダルを使用し音の響きを残しながらアクセントペダルによって

旋律をはっきりしたものにしたい。最後のカデンツは,奏者の好みによるが,筆者は8分音符
よりは少し長目にペグルは使用するが,はっきり切ったカデンツにする。
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V。 まとめ

ペダルの操作は,決して型にはまったものではない。もちろん,基本的な操作に関しては,
ある程度の原則はある。しかし実際の演奏において,それらの基本的なペダリングだけでは不
充分であるばかりでなく,時によっては原則に反するような操作が必要になることもある。こ
の小論で考察した “熱情"の場合においても,様々の点で特徴的なペダリングが必要となるこ
とが多かった。それらの例として,次のような点があげられるであろう。
1)単音,和音のいずれの場合においても,連打というものはペダルと同様の効果をねらっ
て用いられることが多い。従って,それをより効果的に演奏する為にもペダルを使用す
るのが,般的な原則である。ところが,譜例 2および 3で見たように,その部分の音楽
的な表情によってはペダルを使用しない方が良い場合もある。

2)同一和音においては,ペグルの踏み替えはしないのが普通である。しかし,同|―和音内
にあっても,譜例 1お よび 4のように,強弱の変化によってペダルを踏み替える必要が
出てくることがある。又,アルペジオに関してもっ譜例 8の場合のように音の響きとし
ては踏み替えを欲しないが,この場合の様にメロディーをより強調したい時には,ア ク
セントペダルによる踏み替えが必要になることがある。

3)ソ フトペダルはす般に″ の時に踏むように考えられている。しかし,譜例11の ように,
そこが夕であっても,音色的な変化をつける為ソフトペダルを使用した方がより効果的
な場合がある。その際,強弱の変化を目的としたソフトペダルではないので,タ ッチに
気をつけなければならないことは言うまでもない。

4)一般に,ペグルは和音の変化に伴なって踏み替えをするものである。ところが,テ ンポ
が遅い場合には,譜例13の ように,和音の動きのみでなくっバスの動きに注意してペダ
ルを踏み替えることがある。がこの場合,和音の響きがペダルを踏み替えることによっ
て切れてしまわない様注意せねばならない。

5')音階的なフレーズや,経過音などの非和声音が含まれる箇所では,ペグルの使用に注意
しなければならない。、古典的な音楽では,こ のような場合にはペグルを用いないか,あ
るいは細かく踏み替えることが多い。しかし,譜例18の ように,ロ マン派風な作曲家へ

と変化していった時期のベー トーヴェンの “熱情"に おいては,ペグルを踏み続ける方
がより効果的になる。このような音型の時に,その曲の速さや強弱によって逆効果にな
ることもあるので注意が必要である。
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以上のように, “熱情"のペダリングには興味深い点が多く見られる。それは,ベートーヴ
ェンという個性的な作曲家であること,ロ マン派風な感覚にあふれた彼の中期の作品であるこ
となどと関係がある。個性的な音楽になればなるほど,ペダリングの操作もそれに応じて変化      ょ
に富んだものになるのである。今後の課題としては,ベートーヴェンの後期のピアノソナタに
おけるペダリングを考察し,彼の初期,申期,後期のペダルの問題をまとめなければならない。
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